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常
任
委
員
会
審
査

議
案
第
149
号　

南
相
馬
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

高
速
道
路
関
係
の
減
額

の
中
で
、
工
法
の
変
更
と
い
っ
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
よ
く
あ
る
の

か
伺
う
。

答　

弁　

高
速
道
路
関
係
で
、
当

初
に
協
議
し
た
中
味
と
実
際
に
現

場
に
入
っ
た
と
き
の
協
議
の
差
が

あ
り
、
そ
れ
の
見
直
し
に
よ
っ
て

工
法
の
変
更
と
い
う
の
は
多
々
あ

る
が
、
今
後
は
無
い
よ
う
に
努
め

た
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
154
号　

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

質　

疑　

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
及
び

村
上
キ
ャ
ン
プ
場
の
申
し
込
み
業

者
数
と
利
用
件
数
を
伺
う
。

答　

弁　

申
し
込
み
の
業
者
は
㈱

東
武
１
社
で
あ
り
、利
用
件
数
は
、

平
成
19
年
度
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
188

件
、
指
定
管
理
に
な
っ
た
平
成
20

年
度
は
223
件
。
今
年
度
は
、
現
在

ま
で
の
数
字
で
128
件
だ
が
、
今
年

度
少
な
い
理
由
と
し
て
、
今
年
の

夏
は
、
梅
雨
明
け
宣
言
が
出
さ
れ

な
い
悪
天
候
で
あ
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
る
。

質　

疑　

延
べ
利
用
者
数
と
決
算

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
19
年
度
が
1
千
134

名
、
平
成
20
年
度
が
１
千
593
名
、

平
成
21
年
度
は
、
現
在
ま
で
825
名

の
利
用
者
数
で
あ
る
。
ま
た
、
決

算
状
況
に
つ
い
て
は
、
利
益
が

48
万
円
程
出
て
い
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
形
で
５
年
間
継
続
し
て
も

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
155
号　

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

質　

疑　

今
回
の
応
募
件
数
と

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
利
用
率
を
伺

う
。

答　

弁　

件
数
は
、
㈱
東
武
１
社

で
あ
り
、
利
用
率
は
、
目
標
と
し

て
、
年
間
３
千
人
利
用
確
保
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
平
成
19
年

度
に
つ
い
て
は
、
２
千
478
名
で

83
％
、平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、

２
千
310
名
で
77
％
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

質　

疑　

㈱
東
武
の
経
営
収
支
を

伺
う
。

答　

弁　

収
入
支
出
の
内
容
で
は

56
万
５
千
円
ほ
ど
の
余
剰
金
が
出

て
い
る
。

議
案
第
147
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

防
犯
灯
維
持
管
理
事
業

で
、
鹿
島
区
が
、
今
年
度
35
基
予

定
し
て
い
る
が
、
今
後
の
部
分
も

含
め
て
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
年
度
の
防
犯
灯
設
置

基
数
で
は
、
鹿
島
区
だ
け
の
数
量

で
は
、
生
活
対
策
事
業
で
31
基
、

経
済
危
機
対
策
事
業
で
13
基
、
上

真
野
防
犯
協
会
か
ら
寄
付
と
し
て

頂
い
た
の
が
３
基
、
東
北
電
力
か

ら
寄
付
を
頂
い
た
の
が
４
基
、
全

体
で
51
基
。
各
行
政
区
か
ら
の
今

後
の
要
望
箇
所
と
し
て
は
、
67
基

あ
る
。

質　

疑　

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア

整
備
事
業
で
、
原
町
一
中
の
前
の

道
路
が
広
く
な
ら
な
く
て
、
一
方

通
行
で
あ
る
が
、
１
ｍ
50
㎝
の
歩

道
を
確
保
す
る
と
、
車
道
部
分
と

い
う
の
は
問
題
な
い
の
か
。

答　

弁　

最
低
１
ｍ
か
ら
１
ｍ
50

㎝
だ
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
１
ｍ

の
歩
道
帯
が
あ
り
、
最
低
で
車
道

部
分
３
ｍ
を
確
保
し
た
形
の
中
で

実
施
で
き
る
の
で
、
十
分
対
応
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。

質　

疑　

今
後
の
あ
ん
し
ん
歩
行

エ
リ
ア
整
備
事
業
の
計
画
は
、
ど

う
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。

答　

弁　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は

平
成
24
年
度
ま
で
の
事
業
で
、
今

後
、
残
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
大
町
病
院
の
西
側
の
歩
道
の

拡
幅
整
備
、
各
市
道
交
差
点
の
カ

ラ
ー
舗
装
と
い
っ
た
も
の
が
平
成

24
年
度
ま
で
残
っ
て
お
り
進
め
て

い
く
状
況
に
あ
る
。

質　

疑　

産
廃
処
分
場
の
土
砂
の

搬
出
に
つ
い
て
、
道
路
運
行
の
部

分
で
、
太
田
地
区
で
説
明
会
が

あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

答　

弁　

現
在
、
市
の
方
へ
話
が

あ
る
の
は
、
鶴
谷
の
割わ

っ
ぱ羽

迫
の
所

に
、
土
砂
を
搬
出
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
公
道
な
の
で
規
制
を

す
る
の
は
難
し
く
強
制
は
で
き
な

い
が
安
全
に
通
行
で
き
、
地
元
に

迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
な
運
搬

を
お
願
い
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
地
元
の
行
政
区
等
に
は
、

搬
出
ル
ー
ト
の
説
明
を
し
て
理
解

を
深
め
て
下
さ
い
と
話
を
し
て
い

る
。
業
者
が
地
元
で
説
明
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
搬
出
経
路

に
つ
い
て
は
、
車
両
分
散
し
た
中

で
搬
送
し
た
い
と
い
う
説
明
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
結
論

は
で
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
地
元
調
整
と
い
う
形
の
同
意

を
い
た
だ
く
の
に
は
若
干
の
時
間

が
か
か
る
と
思
っ
て
い
る
。
地
元

の
理
解
が
得
ら
れ
た
中
で
、
決
定

し
た
ら
市
の
方
へ
搬
出
ル
ー
ト
を

提
出
す
る
こ
と
で
お
願
い
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

質　

疑　

搬
出
運
搬
は
、
１
日
に

延
べ
台
数
で
ど
の
程
度
と
聞
い
て

い
る
か
伺
う
。

答　

弁　

数
量
が
15
万
㎥
で
、
１

日
180
台
の
運
行
と
捉
え
て
い
る
。

請
願
第
４
号　
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
」
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、
採
択
。

陳
情
第
６
号　
「
朝
日
座
」
の
維

持
・
保
存
の
た
め
の
行
政
支
援
に

つ
い
て

審
査
の
結
果
、
採
択
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

あんしん歩行エリア　原一中前
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文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

議
案
第
144
号　

南
相
馬
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

基
本
は
幅
広
く
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
経
済
的
負
担
を
伴
う
の

は
団
体
の
活
動
の
大
き
な
阻
害
要

因
に
な
る
。
全
て
75
％
減
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
考
え
方

を
伺
う
。

答　

弁　

減
免
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
踏
襲
し
て
お
り
、
受
益
者
負

担
の
原
則
が
必
要
と
の
方
針
も
あ

り
統
一
し
た
。
長
く
施
設
を
使
用

し
て
い
く
上
で
、
25
％
の
負
担
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

質　

疑　

使
用
料
の
改
定
で
、
教

育
委
員
会
が
共
催
す
る
時
は
全
額

減
免
と
あ
る
が
実
態
を
伺
う
。

答　

弁　

市
、
教
育
委
員
会
と
の

共
催
は
、
登
録
団
体
の
発
表
会
と

か
地
域
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

で
あ
る
。
原
町
区
に
お
い
て
は
、

例
年
５
〜
６
団
体
が
年
１
回
共
催

の
形
で
文
化
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
き
た
。
ま
た
国
、
県
、
市
の
主

催
、
共
催
も
無
料
で
あ
る
。

議
案
146
号　

南
相
馬
市
生
き
が
い

セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

鹿
島
区
南
屋
形
行
政
区

に
無
償
譲
渡
す
る
が
、
法
人
格
を

持
た
せ
る
の
か
。
ま
た
、
古
い
建

物
な
の
で
修
繕
費
が
必
要
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁　

地
元
行
政
区
が
、
地
縁

団
体
を
設
立
し
た
。
区
長
や
役
員

の
方
々
の
了
解
の
も
と
に
、
今
後

公
的
に
確
約
等
を
結
ぶ
予
定
で
あ

る
。

議
案
第
151
号　

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

質　

疑　

減
免
団
体
に
対
す
る
減

免
料
の
市
の
補
て
ん
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

実
績
等
を
勘
案
し
て
、

指
定
管
理
料
の
中
に
含
め
算
定
す

る
。

質　

疑　

小
高
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
に
な
っ
て
か
ら
大
変
使

い
勝
手
が
悪
く
な
っ
た
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
と
管
理

者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
聞
く

が
実
態
を
伺
う
。

答　

弁　

申
し
込
み
の
開
始
期
日

が
３
ヶ
月
前
か
ら
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
件
だ
と

思
う
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
に
対

し
て
も
指
導
し
た
。
そ
れ
以
来
、

そ
う
い
う
話
は
出
て
い
な
い
。

反
対
討
論　

指
定
管
理
者
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
は
な
い
た

め
、
経
営
が
最
優
先
に
な
る
。
使

用
料
が
管
理
料
に
包
括
さ
れ
て
い

る
問
題
、
ま
た
、
応
募
し
た
の
が

１
社
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
事
、
さ

ら
に
市
側
の
指
導
や
対
応
策
が
不

明
朗
で
あ
る
。
業
者
の
決
定
に
も

問
題
が
あ
る
の
で
反
対
。

賛
成
討
論　

高
齢
者
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
か
ら
の
苦
情
は
聞
い
て

い
る
が
、
一
方
で
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
健
康
教
室
、
野
外
観
察
等
で

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
今
後
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
等

を
、
管
理
者
に
は
創
意
工
夫
す
る

よ
う
意
見
を
付
し
賛
成
。

採
決
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
153
号　

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

質　

疑　

現
地
を
見
る
と
、
ボ
イ

ラ
ー
の
作
業
室
の
壁
の
修
復
や
、

ボ
イ
ラ
ー
本
体
の
老
朽
化
が
懸
念

さ
れ
る
が
対
応
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

作
業
室
の
壁
に
つ
い
て

は
、
３
月
の
補
正
で
対
応
す
る
。

ボ
イ
ラ
ー
の
性
能
に
つ
い
て
は
、

業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
年
月

は
経
っ
て
い
る
が
当
分
交
換
を
す

る
状
況
で
は
な
い
と
の
事
で
あ

る
。

質　

疑　

申
請
し
た
会
社
が
２
社

で
あ
る
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

選
定
基
準
に
基
づ
い
て

総
合
的
に
評
価
し
た
。

質　

疑　

２
名
の
嘱
託
職
員
の
今

後
に
つ
い
て
。
本
人
が
希
望
す
れ

ば
今
の
仕
事
の
継
続
は
で
き
る
の

か
伺
う
。

答　

弁　

本
人
の
意
志
が
確
認
さ

れ
、
引
き
続
き
斎
場
で
の
勤
務
を

望
め
ば
、
今
後
指
定
管
理
者
に
雇

用
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

反
対
討
論　

指
定
管
理
者
に
移
行

す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
ボ

イ
ラ
ー
の
件
も
懸
念
さ
れ
る
し
、

今
回
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

も
、
当
市
の
実
績
が
無
い
の
で
反

対
。

賛
成
討
論　

施
設
の
補
修
等
に
つ

い
て
も
、
専
門
家
の
判
断
で
は
必

要
性
は
無
い
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
の
応
募
の
あ
っ
た
２
社
に
対
す

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査

の
結
果
も
、
適
正
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
市
の
財
政
に
も
寄
与
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
賛
成
。

採
決
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
147
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て◎
法
律
事
務
所
誘
致
推
進
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

質　

疑　

今
後
も
南
相
馬
市
に
開

設
の
要
望
が
あ
っ
た
時
の
対
応

は
。

答　

弁　

要
綱
を
つ
く
る
際
に
、

県
弁
護
士
会
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
た
。
働
き
か
け
を
し
た
弁

護
士
の
方
で
最
終
に
な
る
。
今
後

は
こ
の
人
数
で
推
移
し
て
い
く
。

◎
子
ど
も
感
染
症
予
防
対
策
等
緊

急
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

質　

疑　

20
万
円
以
内
で
、
十

分
に
備
品
の
購
入
や
静
養
室
等
の

設
置
経
費
に
対
応
で
き
る
の
か
伺

う
。

答　

弁　

今
回
の
補
正
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応
で
は
な

く
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

あ
る
。
ま
た
幼
稚
園
や
保
育
園
の

加
湿
器
、
空
気
清
浄
機
等
の
設
置

に
加
え
、
必
要
な
も
の
の
購
入
費

で
あ
る
。

質　

疑　

11
月
５
日
以
前
に
、
す

で
に
対
応
し
て
い
た
園
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

11
月
６
日
で
線
引
き
し

た
が
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
県

で
対
応
す
る
。

質　

疑　

公
立
、
私
立
ま
た
は
認

可
外
保
育
園
へ
の
対
応
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

弁　

今
回
に
つ
い
て
は
、
保

育
園
全
て
に
該
当
す
る
。

常
任
委
員
会
審
査




